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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項

　　売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無　：　無

２．平成１６年３月期第１四半期業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年６月３０日）

（１）売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨て）

平成１６年３月期第１四半期

平成１５年３月期第１四半期

百万円

　　　３，２３２

　　　２，７７２

％

　　　１６．６

　　　　　　－

（参考）平成１５年３月期 　　１６，２１８ 　　　△３．０

　　　（注）売上高は、当該四半期までの累計値です。

　　　　　　パーセント表示は、前年同四半期比増減率を示しています。

［売上高に関する補足説明］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨て）

平成 16 年 3 月期第１四半期 平成 15 年 3 月期第１四半期 比較増減
区　分

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 増減率

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

食品加工機械

製造販売事業
　２，４８２ 　７６．８ 　１，８５４ 　６６．９ 　　　６２７ 　３３．８

食 品 製 造

販 売 事 業
　　　７５０ 　２３．２ 　　　９１７ 　３３．１ 　　△１６７ △１８．２

合　計 　３，２３２ １００．０ 　２，７７２ １００．０ 　　　４６０ 　１６．６

　　　食品加工機械製造販売事業につきましては、世界の民族食の生産機械として定着した包あん機を有する

　「食品成形機」は前年並みとなりましたが、生地回復工程（オーバーヘッドプルファー）を必要とせず、極

　　めて省スペースでバラエティー豊かなパン成形を自動で行えるＶシリーズを有する「製パンライン等」が

　　欧米での販売が順調だったことにより、売上高は　２，４８２百万円（前年同期比３３．８％増）と堅調

　　に推移いたしました。

　　　一方、食品製造販売事業につきましては、当社の食品加工機械のモデル工場としての役割を努めるべく

　　最新の生産ラインの導入を行い、従来の製品の生産性向上を図っているところですが、生産ライン入れ替

　　え時の生産停止期間があったことなどにより、売上高は　７５０百万円（前年同期比１８．２％減）とな

　　りました。生産高は順調に回復しておりますので、当初の計画を達成できるものと考えております。

（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象

　　　該当する事象は特に発生しておりません。

３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）

　　　第１四半期の売上高は概ね当初予想どおりに推移しております。従って、中間期及び通期の業績予想に

　　修正はありません。

　　　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

　　今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

以　上


